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　鉄道やバス、タクシーなど私たちの身近にある公共交通は、地域の足として重要な役割を担っており、特に
マイカーを持たない高齢者や学生などにとっては、日常生活に欠かすことができません。
　しかし、人口減少や新型コロナウイルス感染症の影響による利用者の減少など、公共交通をめぐる環境は
厳しくなっています。
　交通の利便性が高く、住みよいまちを維持するため、公共交通のメリットを理解し、継続的な利用を考えて
みましょう。

公共交通の利用者が
減少すると……

　公共交通を使う人が少なくなってい
くと、運行するための経費が足りなく
なり、１日に動かせる本数を減らさな
いといけなくなります。そうなると公
共交通は、「使いにくい乗り物」になっ
てしまい、使う人がさらに少なくなり、
最悪の場合、公共交通がなくなってし
まうかもしれません。
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公共交通を
利用すると
メリットが
いっぱい

　マイカーの運転中に交通事故
を起こした時、その運転手は加
害者になる場合がありますが、公
共交通を利用すれば、その心配
はありません。 　一度に多くの人が利用

できる公共交通は、マイ
カーよりも一人当たりの二
酸化炭素の排出量が少な
く、環境への配慮の第一歩
になります。

　公共交通を利用すると、駅や
バス停まで歩いたり、乗り換え
時に階段を昇り降りしたりする
など、自然と歩数が増えます。普
段マイカーを利用していて運動
不足と感じている方は、まずは
よく行く場所への交
通手段を公共交通
に変えてみてはいか
がでしょうか。

　マイカーの利用者が減
少すると道路の交通量が
減り、通勤時間帯などの
渋滞の緩和につながりま
す。

　マイカーを維持するためには、
車両の購入費用の他に、ガソリ
ン代や車検、保険料などさまざ
まな費用がかかります。一方で、
公共交通は、運賃だけで利用で
きますので、家計にやさしい乗り
物と言えます。

　公共交通の衰退により、一番困るの
は、マイカーや運転免許を持っていない
学生や高齢者などです。
　また、マイカーを利用している人は、
いずれ運転免許証を返納しようと思っ
ても、いつまでも返納できないことも
考えられます。
　私たち一人ひとりが将来の自分、さら
に次の世代のことを考えて、日頃から
公共交通を利用し、将来の交通手段を
守っていきませんか。

　市内を運行する公共交通の運行
ルートや時刻表については、公共
施設などで配布している「たつの市
おでかけ時刻表」をご覧ください。
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将来の公共交通を
守る一員になれる

交通事故の
加害者にならない

▶まちづくり推進課（☎64・3121）

JR姫新線
　ＪＲ西日本は令和４年４月に、１日の利用者が2,000人/km未満の路線を公開
しました。本市を運行するＪＲ姫新線においては、播磨新宮駅～上月駅間が該当
しており、この区間では、年間約６億円の赤字が出ていることが発表されました。
　本市では、ＪＲ姫新線の利用促進や沿線の活性化を目的として、駅周辺の整備
や、沿線の自治体等で構成する「姫新線利用促進・活性化同盟会」での活動に取
り組んでいるところです。
　また、今年度から、兵庫県を中心に、沿線自治体や事業者、有識者の意見を幅
広く聴取する「ＪＲローカル線維持・利用促進検討協議会」を設置し、路線維持
に向けた協議を進めています。

路線バス・タクシー
　路線バス・タクシーについ
ても、コロナ禍による利用者
の減少や燃料費高騰等によ
り、事業収益が悪化していま
す。
　また、全国的な運転手不足
の影響もあり、利用者の少な
い路線の存続や事業継続自
体が困難になっています。
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